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〔目的〕子宮内膜 癌 細胞 に お け る t− PA 産生 ． 分 泌

の 有無 ， 産生 の 調 節 因子 に つ い て は よ く知 られ て

い な い 。我 々 は 子 宮内膜癌細胞株 （KLE 細胞）を用

い て 、t− PA 産生 の 有無 ， 又t− PA 分泌を調節す る

因子 に つ い て 検索 した の で 報 告す る 。 　 〔方 法〕

KLE 細 胞を 3 × 10scells／well の 濃度で 6 穴 皿 Ulti−

dishに 播 い た 。三 日 後 ，培養 液 を除去 し ， 新鮮な

4 ％　FCS 　．・HAMF 　．1　2　・　DMEM （1：1）2mlを加え ， さ

らに 試薬 を添加 し， 適当 な時間 incubateし た。実験

の 最後に培養液を採取した 。 細胞数を Trypsin− EDTA

処 理 後 ， Coulter　 Cell　 Counter を 用 い て 測定 した 。

培 養液 中 の t− PA は ELISA 法に よ り測定 した 。　〔成

績〕 1）KLE 細胞は t− PA を産生 ・分泌 して い た。培

養液 中 の 基礎値 は 6 − 12ng／10“

cells／24　hrsで あ っ た 。

2）細胞 内伝達情報を modulate する様 々 な物質 （ln−

sulin （49　mU ／皿1），
　 T　3（10

’sM
， 10asM），

　PDGF （1

ng ／皿1），
　 Hydrocortison（10

’sM
），　 Retinoic 　 acid

（104M ）， 8− bromo −
cAMP （1．OmM ），

　 IGF − 1（500

ng ／ml ）を添加し ，
24時間或 い は 48時間 incubateした

が，こ れ らの 物質 は t− PA の分泌 に 対 して 何 らの 影響

を与え な か っ た 。 3）Phorbol　 ester （PMA ）は t− PA

分泌を濃度的依存 に 促進し た （10
’ieM 〜10“SM ）。4 ）

PMA （10
−8M

）は添加 3 時間後か ら有意の t− PA 分泌

促進作用を有 し（2．5倍）， 12〜24時間後 に ピーク とな り，

そ の 後除々 に 減少 した 。5）他 の Phorbol　 ester の 添

加実験 で は PDD は 10’SM か らコ ン トロ ール に 対 し て

有意 の t− PA 分泌 促進を示 した （3．O倍 P 〈O．　OO1 ）。

4 α
一PDD ，　 phorbol （10

’9・− IO−7M ）は t− PA の 分 泌 に

対 して 何 らの 作用 もなか っ た 。 6）Cycloheximideお

よ び Actinomycin　D は PMA の t− PA 分泌促進作用を

阻止 した 。 　　〔結論 〕子 宮内膜癌細胞 株 に お い て

phorbol 　 ester は t− PA の 分泌 を modulate す る 。

［目 的 ］癌 の 浸 潤転 移 とCADFERIN との 関係 は近

年注 目 さ れ て い る の で ，婦 入 科 癌 細 胞 の 凝 集現 象

に よ る 立体構造 形成 に CADFERIN が どの よ うな

働 き を し て い る か の 基 礎的検討 を行 っ た D

［方法 ］ヒ ト婦入 科癌 由来 培養 細胞 20種 （ うち，

卵巣癌 5 種 ，子 宮頸癌 4 種 ，子 宮体癌 11種 ）を 用

い た 。
ヒ ト型 E − CADFER 工N （ECAD ），P − CADFE

RIN 〔PCAD ）の M （）NOCLONAL 抗 体 を 用 い WE −

STERN 　BL （）T 法 とDENS 正丁OMETRY に よ り細

胞当 りの ECAD と PCAD の 量 を 測定 し た 。 同時 に

抗体 に よ る 細 胞凝集 抑制効果 を 検討 し た 。 細 胞凝

集 の モ デ ル と し て は ，MULTICELLULAR 　 SP −

HEROID を 用 い た 。 ま た ，子宮体 癌凍 結組 織切 片

の 免疫組織化 学 に よ り癌 緇胞遊 離浸 潤部位 の EC −

AD ，
　 PCAD の 局在性 を確認 した 。 ［成績 ］培 養細

胞 2（腫 中 10種 が SPHEROID 形成 を し，　 ECAD 抗

体は ， そ の 形 成 を 抑 制 し た 。 し か し PCAD 抗体は，

全 ぐSPHEROID 形成 を 抑制 で き な か っ た 。 各細

胞 の ECAD ，
　PCAD の 量 は 細 胞 106個当 りの 面 積 ピ

ー
ク 値 で 表わ す と ， SPHEROID 形成細胞 10種 の 平

均値は ，28．9± 32．2 （ECAD ），37．6±43．7 （PCAD ）。

一
方 SPHEROID を 形 成 し な い 細 胞 の そ れ は ，54．7

± 75．4（ECAD ），134．7± 93．0 （PCAD ）で あ り両細 胞群

間 に 優 位 の 差 を 認 め た 。 ECAD とPCAD 比 は SP −

HEROID 形 成群が 0．77 ，非形 成群 が O．41 で あ り，

ECAD の 量 が PCAD よ り多 い と SPHEROID 形成

が み られ た 。 組織 切 片 の 免 疫染色で は癌細 胞 の 遊

離浸 潤部位 の 染色 率 が 低 い 傾向 を 示 した 。 ［結論 ｝

E −CADFERIN は，　 in　vitro に 澄 い て 婦人科癌 の

組織 立体 構造形 成 に 重 要 な 役割 を 果 し て 齢 b ，癌

の 浸潤 ，転 移形成 に も 関．与す る
一つ の 鍵 で あ る こ

と が 推察 さ れ た 。
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